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国
土
交
通
省
と
都
道
府
県
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
毎
年

六
月
の
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
に
、
土
砂
災
害
に
よ
る
人

命
・
財
産
の
被
害
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各

種
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
早
川
出
張
所
管
内
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
土
砂
災
害
防

止
月
間
期
間
中
に
、
横
断
幕
二
カ
所
、
垂
れ
幕
一
カ
所
、
の

ぼ
り
旗
三
カ
所
、
月
間
ポ
ス
タ
ー
展
示
五
部
等
の
広
報
活
動

を
実
施
し
、
又
、
砂
防
設
備
等
の
巡
視
点
検
を
行
い
、
施
設

の
保
全
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
土
砂
災
害
の
防
止
の
為
に

は
、
行
政
と
住
民
が
常
に
情
報
を
共
有
し
、
常
日
頃
か
ら
協

力
体
制
の
維
持
・
強
化
を
図
り
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
強
化
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

 

地域広報活動  
砂
防
公
開
講
座
２
０
１
５
開
催

 

 
 
 
 
 
～
今
年
は
夏
休
み
、
親
子
砂
防
教
室
（
早
川
町
）

 
八
月
八
日
親
子
砂
防
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
砂
防
教
室
は
、
土
砂
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
及
び

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
防
災
意
識
の

向
上
等
を
目
的
に
し
て
お
り
、
従
来
「
砂
防
塾
」
と
し
て

開
催
し
て
い
た
も
の
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
今
年
度
開

催
し
ま
し
た
。
 

 
参
加
者
は
、
小
・
中
学
生
約
二
十
人
、
親
約
十
人
、
一

般
他
約
十
人
で
、
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
で
の
座
学
の

後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
、
大
春
木
川
上
流
砂
防
堰

堤
群
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
参
加
者
か
ら
は
、
「
砂
防
の
現
場
を
見
た
の
は
初
め
て

だ
。
こ
ん
な
に
砂
防
施
設
が
大
き
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
」
や
、
「
土
砂
は
、
こ
ん
な
に
流
れ
る
の
で
す
ね
。
」
な

ど
の
感
嘆
の
声
が
挙
が
っ
て
お
り
、
今
後
の
災
害
に
備

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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砂防現場体験学習会開催 

地域防災関係について 

台
風
十
一
号
が
襲
来
し
ま
し
た
。
 

 
七
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
、
台
風
十
一
号
が
日
本
に

上
陸
し
、
特
に
西
日
本
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
 

 
早
川
出
張
所
管
内
に
お
い
て
も
、
七
月
十
五
日
二
十
三
時
よ
り

降
り
出
し
た
雨
は
、
春
木
川
雨
量
観
測
所
に
お
い
て
累
計
雨
量
で

二
百
二
十
七
ミ
リ
の
降
雨
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
に
即
応
し
、
注
意
体
制
か
ら
警
戒
体
制
に
移
行
し
、
情
報

収
集
に
当
た
り
ま
し
た
。
 

 
台
風
が
通
過
し
た
十
七
日
早
朝
よ
り
、
砂
防
施
設
や
工
事
現
場

の
点
検
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
異
常
は
発
見
さ
れ
ず
、
土
砂
災
害

発
生
の
危
険
性
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
体
制
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
台
風
等
の
降
雨
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
日
頃
の
準
備
や
心
構

え
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

河
川
一
斉
清
掃
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

 
毎
年
七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す
。
 
 

当
月
間
は
河
川
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深

め
、
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
、

河
川
愛
護
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
年
も
河
川
一
斉
清
掃
が
、
七
月
七
日
（
火
）

に
早
川
町
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
実
施
さ
れ
、
早

川
出
張
所
と
、
工
事
安
全
協
議
会
（
施
工
業
者

が
参
加
す
る
会
議
）
も
参
加
し
ま
し
た
。
 

 
河
川
は
私
達
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
、
と
て
も
貴
重
な
空
間
で
す
。
当
日
は
川

に
感
謝
し
つ
つ
、
皆
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）
に
、
早
川
町
大
字
保

地
先
の
工
事
現
場
に
お
い
て
、
早
川
北
小
学
校
・
早
川
南
小

学
校
の
五
年
生
六
名
・
先
生
二
名
の
参
加
を
得
て
、
砂
防
現

場
体
験
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 
 
 

 
砂
防
現
場
体
験
学
習
会
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
あ
る

六
月
に
毎
年
開
催
し
、
既
に
完
成
し
て
い
る
砂
防
施
設
の
見

学
や
、
砂
防
事
業
の
紹
介
を
行
い
、
事
業
の
内
容
・
方
法
等

を
直
接
体
験
し
て
頂
き
、
参
加
児
童
に
砂
防
施
設
の
役
割
や

重
要
性
を
認
識
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
学
校
で
行
わ
れ
る
防

災
教
育
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
当
日
は
、
砂
防
工
事
現
場
に
お
い
て
、
重
機
体
験
や
、
工
事

方
法
な
ど
の
説
明
・
測
量
体
験
等
、
も
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

を
実
施
し
、
盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
後
も
同
様

の
学
習
会
を
行
い
、
土
砂
災
害
か
ら
地
域
の
生
命
・
財
産
を

守
る
為
に
必
要
な
砂
防
関
係
施
設
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
予

定
で
す
。
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